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　１　担い手の育成と労働負担の軽減のための措置

　２　その他必要な事項

※酪農生産近代化計画は、計画策定基準に満たないため、準ずる計画となる。
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Ⅰ　酪農及び肉用牛生産の近代化に関する方針

　

Ⅱ　生乳の生産数量及び乳牛の飼養頭数の目標又は肉用牛の飼養頭数の目標

１　生乳の生産数量及び乳牛の飼養頭数の目標

（注）１．成牛とは、24ヶ月齢以上のものをいう。以下、諸表において同じ。

　　　２．生乳生産量は、自家消費量を含め、総搾乳量とする。

　　　３．「目標」欄には、平成37年度の計画数量を、「現在」欄には原則として平成25年度の数量を記入する

　　　　　こと。以下、諸表について同じ。

２　肉用牛の飼養頭数の目標

（注）１．繁殖雌牛とは、繁殖の用に供する全ての雌牛であり、子牛、育成牛を含む。

　　　２．肉専用種のその他は、肉専用種総頭数から繁殖雌牛及び肥育牛頭数を減じた頭数で子牛を含む。以下、諸表において

　　　　同じ。

　　　３．乳用種等とは、乳用種及び交雑種で、子牛、育成牛を含む。以下、諸表において同じ。
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　また、自給飼料の生産性及び品質の向上を図るため、補助事業を活用した基盤整備や草地改良を推進する。

　安心・安全な畜産物の生産を図るため、家畜衛生飼養管理基準等を遵守し、酪農においては、乳牛検定事業等の活用やポジティブリ

スト制度等に沿った薬品の適正使用に努め、乳質の改善を図る。また、肉用牛生産においては、消費者が求める良質で安全な牛肉の安

定供給を目指す。

　

３　消費者ニーズに応えた畜産物の生産

２　資源循環型で環境負荷軽減に資する自給飼料基盤による酪農及び肉用牛生産への転換

　本町における農業は、肉用牛生産を中心に酪農・軽種馬等生産により構成されています。

　酪農経営は、生乳・乳製品の需給に配慮した適正規模による経営体質の強化を図りつつ、飼養管理技術の向上とともに乳質の向上改

善に努める。また、繁殖牛の選抜淘汰を行い、優良雌牛を確保し、経営の安定を図る。

　肉用牛生産は、かつては沿岸漁業漁家の不漁対策として日本短角種が導入されましたが、近年、黒毛和種への転換が進み、黒毛和種

の素牛生産が本町農業の主力となっている。

　自給飼料の生産は、町有牧野の豊富な草資源を活用し、より一層の飼料自給率の向上を図る。

　畜産業が主体となっている本町の農業において、家畜排せつ物由来の堆肥を草地へ還元し、有効活用を図り、適切な肥培管理により

良質な自給飼料生産に努める。



Ⅲ　酪農経営又は肉用牛経営の改善の目標

１　酪農経営方式

単一経営

（ ha) kg

（注）１．「方式名」欄には、経営類型の特徴を、「備考」欄には「方式」の欄に掲げる方式を適用すべき区域名等を記入すること。

      ２． ６次産業化の取組を織り込む場合には、基本方針の第３の票のように、６次産業化部門に係る指標を分けて記入すること。

　　　３．（注）１，２については、「２肉用牛経営方式」についても同様とする。
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２　肉用牛経営方式

（１）肉専用種繁殖経営

（ ha) kg
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（２）肉牛用（肥育・一貫）経営

（注）１．繁殖部門との一貫経営を設定する場合には、肉専用種繁殖経営の指標を参考に必要な項目を追加すること。

      ２．「肥育牛１頭当たりの費用合計」には、もと畜費は含めないものとする。
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Ⅳ　乳牛及び肉用牛の飼養規模の拡大のための措置

１　乳牛

（１）地域別乳牛飼養構造

( )

( )

( )

( )

( )

（注）「飼養農家戸数」欄の（　）には、子畜のみを飼育している農家の戸数を内数で記入する。

（２）乳牛の飼養規模の拡大のための措置

　牛群検定事業によるデータを効率的に活用し、牛群の淘汰更新を行い、生産性の向上を図るとともに、酪農ヘルパー制度を活用し

た労働力軽減対策を推進し、経営体質の強化を図る。
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２　肉用牛

（１）地域別肉用牛飼養構造

（注）（　）内には、一貫経営に係る分（肉専用種繁殖経営、乳用種・交雑種育成経営との複合経営）について内数を記入すること。

（２）肉用牛の飼養規模の拡大のための措置

　町有牧野の豊富な草資源を活用し、良質で低コストな自給飼料の生産を図るとともに、適切な肥培管理・計画的な草地更新により

町有牧野の維持・管理に努める。
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Ⅴ　飼料の自給率の向上に関する事項

１　飼料の自給率の向上

乳用牛

肉用牛

２　具体的措置

現在 目標（平成37年度）

57% 70%

86% 90%

飼料作物の作付延べ面積 1,813ha 1,813ha

飼料自給率

　飼料作物の作付面積は、現状、ほとんど未利用地がないことから現状維持とするが、計画的に草地更新を行

うとともに、草地の土壌分析等により適切な肥培管理を行い、良質な自給飼料の増産を図る。



Ⅵ　生乳の生産者の集乳施設の整備その他集乳の合理化のための措置又は肉用牛の共同出荷その他肉用牛の流通の合理化のための措置

１　集送乳の合理化

　　

２　肉用牛の共同出荷その他肉用牛の流通の合理化のための措置

（１） 肉用牛(肥育牛)の出荷先                      

Ⅶ その他酪農及び肉用牛生産の近代化を図るために必要な事項

１　担い手の育成と労働負担の軽減のための措置

２　その他必要な措置

　農家の高齢化等に伴い労働力が低下していることから、採草地の共同刈取り等を推進し、労働負担の軽減を図る。

　酪農・肉用牛について、遺伝的能力評価に基づき、優良血統雌牛の導入や受精卵移植技術の活用を推進し、能力の高い産子の生産・

保留に努め、優良繁殖雌牛の増頭を目指す。

　当町を含め近隣町の酪農経営者が年々減少している中で、従来どおり広域出荷体制を維持し、流通コストの低減を図る。

(２)　肉用牛の流通の合理化

流通コストの削減を図るため、素牛生産から肥育までの一貫生産を推進する。

　農家後継者・新規就農者を確保するために、各種の給付金・交付金・資金の情報を提供するとともに、各種研修会等への参加を推進

する。

(注)食肉処理加工施設とは、食肉の処理加工を行う施設であって、と畜場法(昭和28年法律第114号)第4条第1項の都道府県知事の許可を受けたものをいう。
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